
1213

　エコバッグをラッピングに
使う包装が人気を呼んでいま
す。贈答品を受け取った人に、
そのバッグを買い物で使って
もらおうという仕掛けです。
２年前からこの方式を取り入
れた立巳物産（東京都千代田
区）の矢野誠州社長は「まさに、
ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ精神を生か
したラッピングです」と話し
ています。
　エコバッグはＡ４サイズが
入る大きさです。持ち手を中
に織り込んで商品を包み、「サ
ンクスバンド」で縛ります。サ
ンクスバンドはケニア産の天
然素材サイザル麻と、天然粘
土で作られたビーズのセット
です。これらがついて、540
円（税込み）でラッピングがで
きます。
　立巳物産はＭＯＴＴＡＩＮＡ
Ｉキャンペーンの賛同企業で
す。これまで過剰包装になる
としてラッピングはしません
でしたが、社員のエコな発案
を受けて方針を転換したそう
です。矢野社長は「これを使っ
てお友達に素敵なプレゼント
をしてください」と話してい
ます。

エコバッグを使った
素敵なラッピング
10人にプレゼント
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　Ｒｅｄｕｃｅ（ごみ削減）、Ｒｅｕｓｅ（再利用）、Ｒｅｃｙｃｌｅ（再資源化）の３Ｒと、地球資源に対するＲｅｓｐｅｃｔ（尊敬の念）が込められた言葉「もったいない」を、環境を守る国際
語「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ」とし、地球環境に負担をかけないライフスタイルを広め、持続可能な循環型社会の構築を目指す活動です。ワンガリ・マータイさんが提唱し、2005年にス
タートしました。企業からの協賛や環境にやさしいオリジナル商品の販売、各種イベントなどを通じてキャンペーンを展開し、収益の一部をマータイさんが創設したケニアの
植林活動「グリーンベルト運動」に寄付し支援しています。マータイさんは11年９月に亡くなりましたが、マータイさんの遺志を継いでキャンペーンは継続しています。

（※１）ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ
キャンペーン

　マータイさんの長女ワンジラさんが２月下旬に来

日しました。

　彼女は、故マータイさんの秘書役として、また、グ

リーンベルト運動（ＧＢＭ）の国際部門の責任者とし

て活躍。母の死去後は財務・組織改革等に尽力し、今

年１月に理事長に選出されました。

　今回の来日は京都市での「第５回地球環境の殿堂」

（第１回の受賞者はマータイさん）のシンポジウムに

出席するため。その後、東京に立ち寄ったワンジラさ

んは「母を失いとても寂しいですが、母が今戻ってき

たとしたら、真っ先に『あの頃よりどれくらい進ん

だ』と聞くでしょう」と話していました。

　母のレガシーを受け継ぎ、新生ＧＢＭを率いるワ

ンジラさんの手腕に期待しています。

【ＭＯＴＴＡＩＮＡＩキャンペーン事務局長・七井辰男】

レガシーを受け継ぐ
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Ｎ
Ａ
Ｉ
・
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４
月
１
日
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６
月
30
日
ま

で
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首
都
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イ
ワ
キ
メ
ガ
ネ
約
30
店
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実

施
し
ま
す
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不
要
に
な
っ
た
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鏡
を
持
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新
し
い
眼
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を
購
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た
場
合
、
下
取
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し
て
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３
０
０
０
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引
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顧
客
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を
ケ
ニ
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貢
献
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献
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。
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た
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取
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ケ
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事
務
局
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し
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サ
ン
グ
ラ
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８
０

本
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老
眼
鏡
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を
届
け
る
予
定
で
す
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り
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下
取
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、
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Ｔ
Ａ
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Ｎ
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Ｉ
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＝
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提
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平
和

賞
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ン
ガ
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・
マ
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が
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設
し
た
ケ
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ト
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Ｏ
Ｔ
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Ｎ
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ャ
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携
し
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す
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現
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内
障
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一
因
と
さ
れ
る
紫
外
線
が
強
く
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目
を
保
護
す
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め
サ
ン
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ラ
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を
中
心
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贈
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と
に
し

ま
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。
近
視
用
は
度
数
が
千
差
万
別
な
た
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、

手
軽
に
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で
き
る
老
眼
鏡
も
用
意
し
ま
す
。

　

同
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１
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３
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和
７
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創
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し
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２
０
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３
年
６
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し
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社
会
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献
の
あ
り
方
を
模
索
。
そ
の
中

で
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Ｍ
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Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
キ
ャ
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ペ
ー
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に

着
目
し
、「
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
運
動
」
に
眼
鏡

を
贈
る
企
画
に
つ
な
が
り
ま
し
た
。
岩
城
大
社

長
は
「
イ
ワ
キ
を
長
年
ご
利
用
い
た
だ
い
た
お

客
さ
ま
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
持
っ
て
、
全
社

員
で
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
取
り
組
み
ま
す
」
と
抱

負
を
述
べ
て
い
ま
す
。

　

同
社
営
業
推
進
部
の
岡
本
桂
子
副
部
長
は

「
物
を
大
切
に
し
た
い
気
持
ち
が
あ
り
ま
す
。

お
客
さ
ま
が
愛
用
し
た
眼
鏡
が
よ
み
が
え
り
、

私
た
ち
の
仕
事
も
役
立
つ
と
思
う
と
、
う
れ
し

く
な
り
ま
す
。
イ
ワ
キ
と
お
客
さ
ま
の
ホ
ッ
ト

な
レ
ー
ル
が
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
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と
話
し

ま
す
。
ま
た
、
同
部
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渡
美
智
雄
副
部
長
は

「
ケ
ニ
ア
に
贈
れ
る
よ
う
な
堅
牢
な
眼
鏡
が
ど

れ
だ
け
集
ま
る
の
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、
初
め
て
の
企
画
な
の
で
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待
と
不
安
が
半
々
で
す
」。
ケ
ニ
ア
の
人
々

の
顔
に
合
わ
せ
た
眼
鏡
の
調
整
や
メ
ン
テ
ナ
ン

ス
な
ど
へ
の
対
応
は
「
来
年
の
課
題
に
な
る
で

し
ょ
う
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

同
社
は
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
通
し
て
、
老
眼
鏡

の
需
要
な
ど
ケ
ニ
ア
の
眼
鏡
事
情
も
探
る
予
定

で
す
。
石
渡
さ
ん
と
岡
本
さ
ん
は
「
今
年
の
成

果
を
来
年
以
降
に
役
立
て
た
い
。
キ
ャ
ン
ペ
ー

ン
は
毎
年
春
ご
ろ
に
実
施
し
、
ず
っ
と
継
続
で

き
る
よ
う
に
企
業
努
力
を
し
ま
す
」
と
語
り
ま

し
た
。

　

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
問
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わ
せ
は
同
社
（
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・
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２
・
１
５
０
１
）。

な
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～
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に
キ
ャ
ン
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ン
を
展
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３
０
０
０
円
で
下
取
り

　

眼
鏡
専
門
店
の
イ
ワ
キ
（
東
京
都
渋
谷
区
）
は
、
下
取
り
し
た
眼
鏡
を
リ
メ
ー
ク
し

て
ケ
ニ
ア
に
贈
る
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
Ｍ
Ｏ
Ｔ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ａ
Ｉ
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
事
務
局
と
連
携
し
、
生
ま
れ
変
わ
っ
た
眼
鏡
を
10
月
に
も
現
地
に
届
け
ま
す
。

イ
ワ
キ
の
担
当
者
に
、キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
に
込
め
る
思
い
を
聞
き
ま
し
た
。   【
浅
田
芳
明
】　長野市消防局に勤務する湊

佑介さん（30）は２年間、国際
協力機構（ＪＩＣＡ）から防災
担当の指導員としてケニアに
派遣されました。今回、眼鏡の
贈呈先となる「グリーンベル
ト運動」（ＧＢＭ）でも１年間、
勤務しました。湊さんに現地
の眼鏡事情を聞きました。
　2011年６月からのケニア野生動物公社（本部・ナイロビ）
勤務を経て、12年７月から「グリーンベルト運動」で働き、
ケニア山北西の広大な範囲に足を運びました。住民への火
災予防啓発活動が主な任務でした。
　植林の現場は標高が2000㍍を越える高地です。紫外線が
かなりきついですが、目を守るためサングラスをかけると
いう習慣はありません。村を歩くと白内障と思われる高齢
者も見ました。
　老眼はあると思いますが、老眼鏡をかける人はほとんど
いません。老眼で目が見にくいという話はよく聞きました。
　ほとんどの人は目がよいと思いますが、田舎では近眼の
子どもを親や先生が理解できず、目が悪いとは何かという
事を分かっていない人も多いです。
　そもそも田舎には眼鏡店すらありません。サングラスと
老眼鏡を贈るキャンペーンは、現地の人たちに非常に喜ば
れると思います。
　併せて、目を守るための基礎知識的な教養の普及をされ
たら、より効果があるのではないでしょうか。また、ＧＢＭ
に壊れた際の簡単な修理道具があれば良いと思います。
　眼鏡の需要はかなりありますので、キャンペーンの広が
りに期待しています。

　ラッピングに使うエコバッグとサ
ンクスバンドをセットで10人にプ
レゼントします。はがきに、郵便番
号、住所、氏名、年齢、電話番号を明記
し、〒102－0083　東京都千代田区
麹町３－12－14立巳物産プレゼン
ト係までご応募ください。４月30日
必着。「ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ　Ｓｈｏｐ」
の ホ ー ム ペ ー ジ（http://mottainai-
shop.jp/）で商品を購入し、ラッピン
グすることができます。

あ

紫外線がきつい現場、
サングラスなし

ＪＩＣＡ指導員として
グリーンベルト運動に勤務

湊佑介さんが見た
ケニアのメガネ事情

ＭＯＴＴＡＩＮＡＩ・メガネ・キャンペーンへの思い
を語る株式会社イワキの営業推進部副部長の石渡
美智雄さんと岡本桂子さん＝撮影・山田茂雄

川崎市の複合商業施設「ラゾーナ川崎プ
ラザ」に出店している「イワキメガネ　ラ
ゾーナ川崎店」の店内の様子

グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
運
動
で
植
樹
作
業
に
精
を
出
す
現
地
の
人
々

エ
コ
バ
ッ
グ
ラ
ッ
ピ
ン
グ
を
手
に
す
る
矢
野
社
長
。

「
こ
れ
の
お
か
げ
で
、ギ
フ
ト
需
要
が
増
え
ま
し
た
」

グリーンベルト運動に勤務し
ていた2012年11月当時の湊
佑介さん。現在は長野市消防
局に復職し、「ケニアではメガ
ネは高級品。キャンペーンが
成功してほしいです」と期待
を寄せています


